
 

令和４年７月 22 日 

 

各認定訓練施設代表者 殿 

 

神奈川県知事 黒岩 祐治 

（ 公 印 省 略 ） 

 

オミクロン株に係る「自主療養届出システム」の周知について（依頼） 

 

 

日頃、本県の新型コロナウイルス感染症対策の推進にご理解とご協力をいただき、

厚くお礼申し上げます。 

現在、本県の新型コロナウイルス感染症の新規感染者は１万人を超え、今後もさら

に増加する可能性が考えられています。 

こうした中、既に県内で発熱診療を行う発熱診療等医療機関には、感染の疑いのあ

る方または患者等が多く訪れ、同医療機関が逼迫している状況です。 

本県においては、令和４年１月27日付け通知によりお知らせしましたとおり、「自

主療養届出システム」を運用し、限られた医療資源をリスクの高い方へ重点的に提供

していくこととしています。 

つきましては、現在の感染状況を踏まえ、関係団体におかれましては、本システム

の周知について、改めて御協力を賜りますようお願いいたします。 
また、各事業者におかれましては、従業員等から本システムによる自主療養届が提

出された場合には、療養のために改めて医療機関の診断は不要となりますので、特段

のご配慮をお願いいたします。 

 

＜添付資料＞ 

・令和４年１月27日付け通知「オミクロン株に係る自主療養の開始について」 

・新型コロナウイルス感染症に感染された方は「自主療養」を選べます 

 

 

 
問合せ先 

 産業労働局労働部産業人材課 

 技能振興グループ 上野、冠木 

 電話 045（210）5720 



令和４ 年１ 月２ ７ 日 

 

各認定訓練施設代表者 様 

 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 神 奈 川 県 対 策 本 部 長 

神 奈 川 県 知 事  黒 岩  祐 治 

（ 公 印 省 略 ）  

 

オミ ク ロン株に係る自主療養の開始について（ 通知）  

 

 

日頃、 本県の新型コ ロナウイ ルス感染症対策の推進にご理解と ご協力を いただき 、

厚く お礼申し 上げます。  

現在、 新型コ ロナウイ ルス感染症患者の急増により 、 多く の有症状者が発熱診療等

医療機関を 受診し 、 検査や受診に多く の時間を要し ています。 また、 保健所において

も 疫学調査が逼迫し 、 患者への健康観察等の対応に遅れが出ている状況です。  

本県においては、 こ う し た事態に対応し 、 限ら れた医療資源を リ スク の高い方へ重

点的に提供し し ていく ため、一定の年齢で基礎疾患が無い等のリ スク が低い方に対し

て、 本人のセルフ テスト 等による陽性判明時点から 、 別紙のと おり 医療機関を受診せ

ず即時に療養を開始し 、 I Tによる健康観察サービスを 受ける「 自主療養」 を 選択いた

だける 仕組みを 構築し 、「 自主療養届出システム」 の運用を １ 月28日（ 金） から 開始

するこ と と し まし た。 また、「 自主療養届出システム」 に登録し た場合は、「 自主療養

届」 を 発行し 、 通学先、 保育先、 勤務先等に提出でき る書類と し て活用いただく こ と

を 想定し ています。 関係団体におかれまし ては、 御理解御協力を 賜り ますよう よろ し

く お願い致し ます。  

つき まし ては、 各事業者におかれては、 従業員等に対し て、 本システムの周知を

お願いいたし ます。  

また、 従業員等から 本システムにより 自主療養届が提出さ れた場合については、

その療養について特段のご配慮をお願いし ます。  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

問合せ先 
産業労働局労働部産業人材課 
技能振興グループ 上野、 冠木 
電話 045（ 210） 5720 



発⾏︓新型コロナウイルス感染症神奈川県対策本部 2022.1.27（2022.7.22改訂）

⾃主療養の詳細はこちら

新型コロナウイルス感染症に感染された方は
「⾃主療養届出制度」を選べます

⾃主療養の対象者は、2歳〜39歳の方や40歳から64歳までで重症化リスク因子*がない方で、妊娠していない方です。
対象とならない方は、医療機関を受診して医師の診断を受けてください。

2022年7⽉時点で、再び新型コロナウイルスの県内での感染が広がっています。若い⽅や基礎疾患のない⽅は重症化の可能性が低いことが分かってき
た⼀⽅、重症化リスクが⾼いとされる⾼齢者への感染が徐々に広がっていることから、限られた医療資源をリスクの⾼い⽅へ重点的に提供したいと考え
ております。そこで、重症化リスクの低い⽅で抗原検査キットや無料検査で陽性が判明した場合は、医療機関の診断を待たずに、⾃ら療養を⾏い県の健
康観察のアシストを受けるシステムを構築しました。ご理解、ご協⼒をお願い致します。

医療機関を受診せずに療養開始

健康観察をシステムがアシスト

⾃主療養を証明する書類を発⾏

１ ⾃主療養届出システムに
アクセス

２ Webフォームに
必要事項を記入

３ 入⼒したその⽇から
⾃主療養を開始

⾃主療養は簡単３ステップ

⾃主療養中は、LINE等による健康観察を受け
られます。体調が悪化した場合は療養開始時
にお伝えする連絡先にご相談頂けます。

事業者・学校関係者の皆様へ
神奈川県には、医療機関が発⾏する診断書に代わり、この「⾃主療養届出システム」によって発⾏された
「⾃主療養届」をもって新型コロナウイルス感染症の療養を⾏う⽅がいらっしゃいます。保健・医療体制
を含む社会機能を維持し、守るべき⼈を守るためのシステムです。ご理解、ご協⼒をお願い致します。

*重症化リスク因子…慢性呼吸器疾患、糖尿病、慢性腎臓病、肥満（BMI30以上）、免疫低下状態、悪性腫瘍、ワクチン2回接種を終えていない、心血管疾患、肝硬変を指します

神奈川県「⾃主療養について」
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/ms/mt_report.html

*

お勤め先や学校等に療養開始を証明する「⾃主療養届」と、
⼀部の⺠間保険会社の保険⾦請求に使う「療養証明書（⾃主療養専⽤）」を発⾏できます。

*

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/ga4/covid19/ms/mt_report.html


自 主 療 養 届
新型コロナウイルス感染症

氏名 神奈川 太郎

生年月日 ○○○○年 ○月 ○日

住所 ○○市 ○○ ○○-○○

メールアドレス ○○○○○○@○○.○○

発症日 令和○○年〇月〇日

出勤・登校等
可能予定日

（目安）（※）
令和○○年〇月〇日

発行日 令和○○ 年 ○ 月 ○ 日

発行：神奈川県健康医療局

私は、自ら検査を行い新型コロナウイルス感染症に感染して
いることを確認したため、「自主療養届出システム」を利用して
神奈川県に対し自主療養を始めたことを届け出ました。

○ 届出者の情報

神奈川県
「自主療養届出システム」

（有効期限は発行日から１か月です）

第2.2版

出勤・登校等可能予定日については
左の二次元バーコードから県のHPをご参照ください。

（※）

自主療養届管理番号:○○○○○


